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ILO100号条約：同一価値の労働についての男女労働者に対する同一報酬に関す
る条約

移住労働者権利条約：全ての移住労働者及びその家族の権利保護に関する条約
欧州人権条約：人権及び基本的自由の保護のための欧州条約
強制失踪条約：強制失踪からのすべての者の保護に関する国際条約
拷問等禁止条約：拷問及びその他の残虐な、非人道的な又は品位を傷つける取

扱い又は刑罰に関する条約
子どもの権利条約：児童の権利に関する条約
子どもの権利条約選択議定書：児童の権利に関する条約の選択議定書
社会権規約（国際人権 A 規約）：経済的、社会的及び文化的権利に関する国際規

約
社会権規約選択議定書：経済的、社会的及び文化的権利に関する国際規約の選

択議定書 
自由権規約（国際人権 B 規約）：市民的及び政治的権利に関する国際規約
自由権規約第 1 選択議定書：市民的及び政治的権利に関する国際規約の第 1 選

択議定書
障害者権利条約：障害者の権利に関する条約
障害者権利条約選択議定書：障害者の権利に関する条約の選択議定書
女性差別撤廃条約：女性に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約
人種差別撤廃条約：あらゆる形態の人種差別の撤廃に関する国際条約
難民条約：難民の地位に関する条約
難民議定書：難民の地位に関する議定書

＊公定訳文などを引用する際には、特に逐一断らずに、「女子」を「女性」に変更するな
ど一部訳語を改めたほか、上記の凡例にある略語を用いるとともに、引用者の強調した
い部分を太字ゴチックにした。




